
II　調査結果の概要

1　発育状態

（1）　身長（表1，表2，図1，図2）

　　①平成15年度の男子の身長（全国平均値。以下同じ。）は，9歳，15歳及び16歳で

　　　前年度の同年齢より増加しており9歳で過去最高となっている。その他の年齢では，

　　　12歳から14歳の各年齢で前年度より減少している。

　　　　女子の身長は，11歳で前年度の同年齢より増加している。その他の年齢では，7

　　　歳，8歳，13歳，15歳及び17歳の各年齢で前年度より減少している。

②　平成15年度の身長を親の世代（30年前の昭和48年度の数値。以下同じ。）と比較

　すると，最も差がある年齢は男子では13歳で4．6c皿高く，親の世代の14歳にほぼ相

　寄する。

　　女子では11歳で3．4cm高くなっている。

表1　年齢別　身長の平均値
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図1　身長の平均値の推移
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（注）1．年齢は，各年4月1日現在の満年齢である。以下の各表に

　　おいて同じ。
　2．下線の部分は，調査実施以来過去最高を示す。以下の表に

　　おいて同じ。
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③17歳（昭和6・鞭生まれ）の年間発育量をみると，男子では11歳から12歳時｝。発

　育量が著しくなっており，11歳時に最大の発育量を示している。

　　女子では9歳から10歳時に発育量が著しくなっており，10歳時に最大の発育量を

　示しているが，最大の発育量を示す年齢は，男子に比べ1歳早くなっている。

　　また・この発龍を親の世代と比較すると，男子では発育量が最大となる時期は

1歳早い11歳時となっており・5歳，6歳，8歳から11歳の各歳時で親の世代を上

　回っている。

＼ミ子については溌龍が最大となる時期は親の世代と同じ1・歳となっており，

5歳から9歳及び15歳の各歳時で上回っている。

表2昭和6・年度生まれと昭和3・年度生まれの者の年間発育量の比較（身長）

男　　　子 女　　　子
区　　分 昭和60年度生まれ

i平成15年度17歳）
昭和30年度生まれ
i親の世代の17歳）

昭和60年度生まれ
i平成15年度17歳）

昭和30年度生まれ
i親の世代の17歳）
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w　13
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τ3・’ @　　　　　　　3．・　　　　生1義5　　　　ag　　　　　1．7　　　　25a1　　　　46　　　　q4　　　　　1．2

奪裳［轡 1・3　　　　a3　　　　α5　　　　α2q8　　　　1・O　　　　q1　　　　α4

（注）

1李1讐醗難縮馨繍雲紙謙
　　　　　2．網掛け部分は，最大の年間発育量を示す。以下の表において同じ。

図2昭和60年度生まれと昭和3・年度生まれの者の年間発育量の比較（身長）
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（2）　体重（表3，表4，図3，図4）

　①平成15年度の男子の体重（全国平均値。以下同じ。）は，7歳から9歳及び15歳か

　　ら17歳の各年齢で前年度の同年齢より増加しており，8歳及び15歳から17歳は過去

　　最高となっている。その他の年齢では，12歳から14歳の各年齢で前年度より減少し

　　ている。

　　　女子の体重は，6歳，9歳，11歳及び16歳の各年齢で前年度の同年齢よワ増加して

　　おり，・16歳では過去最高となっている。その他の年齢では，5歳，10歳，12歳，13歳

　　及び15歳の各年齢で前年度より減少している。

　②　平成15年度の体重を親の世代と比較すると，最も差がある年齢は，男子は15歳で

　　5．4kg重くなっており，親の世代の17歳に相当する。

　　　女子は11歳で，親の世代より3．4kg重くなっている。

表3　年齢別　体重の平均値
　　　　　　　　　　　　（kg）
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③17歳（昭和6・年度生まれ）の年間発育量をみると，男子では11歳から13歳，寺に

　発育量が著しくなっており，11歳時に最大の発育量を示している。

　　女子では10歳から11歳時｝・発育量が著しくなっており，11歳時に最大の発龍を

　示している。

　　また・この発育量を親の世代と比較すると，男子では発育量が最大となる時期は，

2歳早い11歳となっており・11歳以下の各歳時で親の世代を上回っている。

　　女子については溌育量が最大となる時期は親の世代と同じ11歳となっており，

　10歳以下の各歳時で上回っている。

表4昭和6・年度生まれと昭和3・年度生まれの者の年間発育量の比較（体重）
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昭和30年度生まれ
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昭和60年度生まれ
i平成15年度17歳）

昭和30年度生まれ
i親の世代の17歳）
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図4昭和60年度生まれと昭和3・年度生就の者の年間発育量の比較（体重）

　　　　　　　　　　　　し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l19）…医＝…コ

6．0

4．0

昭和60年度生まれ

　↓
4．0

囲昭和60年度生ま
　　　＼

2・0 @　　　↑　　　　　　　　2．0

　　　　　昭和30年度生まれ
0．0一一一一一L一…一一一一．・．＿」＿．⊥．⊥．＿」．＿L一⊥＿一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むロ　　　ヨ　
　5678910111213141516　　5
　　　　　　　　　　　　　　　　（歳時）

へ

昭和30年度生まれ

　⊥一一⊥　⊥一L一⊥．一．＿L一⊥一一一．＿⊥．一一
6　　　7　　　8　　　9　　10　　11　　12　　13　　14　　15　　16

　　　　　　　　　　　　　　（歳時）



（3）　座高（表5）

　①　平成15年度の男子の座高（全国平均値。以下同じ。）は，15歳で前年度の同年齢

　　より増加している5その他の年齢では12歳及び13歳の各年齢で前年度より減少して

　　いる。

　　　女子の座高は，11歳で前年度の同年齢より増加している。その他の年齢では9歳

　　及び15歳の各年齢で前年度より減少している。

②平成15年度の座高を親の世代と比較すると，最も差がある年齢は，男子では12歳

　及び13歳で，それぞれ2．Ocm伸びている。

　　女子では11歳で，親の世代より　1．7cm伸びている。
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